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１
月
18
日
㈭
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会

は
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
（
広
島

市
中
区
基
町
）
に
て
、
商
工
会
組
織
の
み

な
ら
ず
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
よ

る
、更
な
る
地
域
経
済
の
発
展
を
目
的
に
、

広
島
県
商
工
会
連
合
会
主
催
に
よ
る
「
新

年
互
礼
会
」
を
、初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
、
県

内
市
町
の
首
長
、
県
議
会
議
員
、
関
係
団

体
の
長
な
ど
の
来
賓
を
は
じ
め
、
商
工
会

の
役
職
員
が
一
堂
に
会
し
、
総
勢
２
４
０

名
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

互
礼
会
で
は
、
冒
頭
、
能
登
半
島
地
震

の
犠
牲
者
を
悼
み
、黙
と
う
を
行
っ
た
後
、

主
催
者
挨
拶
で
平
田
圭
司
県
連
会
長
は
、

１
月
１
日
に
発
生
し
た
「
能
登
半
島
地

震
」
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
へ
の
お
悔
や
み
と
、
被
災
者
へ
の
お

見
舞
い
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
出
席
者
に

対
し
、
商
工
会
や
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の

事
業
活
動
に
対
し
て
、
ご
理
解
・
ご
協
力

を
頂
い
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
意
を
伝

え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
コ
ロ
ナ
後
、
地
域
経
済
は
回

復
基
調
に
向
か
っ
て
い
る
が
、
原
油
や
原

材
料
の
価
格
の
高
騰
が
続
い
て
お
り
、
中

小
・
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
依
然
、

厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
労
働
移
動
を
防
ぐ
た
め
の
防
衛
的

な
賃
上
げ
を
余
儀
な
く
行
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
大
変
重
い
課
題
に
直
面
し
て
い
る

こ
と
に
触
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
課
題
を

解
決
す
る
た

め
、「
全
て
は

会
員
の
た
め

に
」
の
活
動
理

念
に
基
づ
き
、

中
小
・
小
規
模

事
業
者
の
Ｄ
Ｘ

化
に
よ
る
生
産

性
の
向
上
や
、

適
正
な
価
格
転

嫁
の
促
進
、
伴

走
型
の
支
援
を

▲挨拶を述べる平田会長

『
広
島
県
商
工
会
連
合
会

　
　
　
　
　新
年
互
礼
会
』を

　
　
　
　
　
　
　
　
　初
開
催

『
広
島
県
商
工
会
連
合
会

　
　
　
　
　新
年
互
礼
会
』を

　
　
　
　
　
　
　
　
　初
開
催

令
和
６
年

▲広島県議会 緒方副議長と商工会地域活性化議員連盟

▲県内市町の首長を代表して挨拶する広島市 松井市長
行
う
事
で
、「
儲
か
る
企
業
」
の
創
出
や

「
儲
か
る
地
域
づ
く
り
」
な
ど
、
地
域
経

済
の
持
続
的
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、

常
に
挑
戦
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
地
域
に

無
く
て
は
な
ら
な
い
、
総
合
経
済
団
体
を

目
指
し
て
邁
進
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
挨
拶
の
後
、
中
国
経
済

産
業
局
の
實
國
局
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声

に
よ
り
、
相
互
の
交
流
を
図
る
情
報
交
換

会
を
行
い
、
互
礼
会
は
盛
会
裏
に
閉
会
し

ま
し
た
。

▲地元選出の国会議員（越智・石橋・平口・小島・新谷議員）

▲広島県 湯﨑知事

▲広島県議長会　母谷会長（広島市議会議長）

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
令
和
６
年

３
月
21
日
㈭
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
広
島
（
広
島
市
中
区
）に
て
、「
令

和
５
年
度
臨
時
総
会
」
を
開
催
し
、
出
席

者
34
名
（
う
ち
委
任
状
２
名
）
に
よ
り
、

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
田
圭
司
会
長
は
、
冒
頭
の
挨
拶
で
、

１
月
18
日
に
初
め
て
開
催
し
た
新
年
互
礼

会
が
盛
会
に
開
催
で
き
た
こ
と
に
感
謝
の

意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
元
日
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
に
対
し
て
、
職
員
の
応

援
派
遣
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
お
い

て
は
賃
上
げ
の
原
資
と
し
て
の
価
格
転
嫁

が
で
き
な
い
中
、
人
員
不
足
を
防
ぐ
た
め

の
防
衛
的
な
賃
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
く

中
、商
工
会
か
ら
の
意
見
に
重
点
を
置
き
、

国
・
県
な
ど
行
政
機
関
に
対
し
て
、
会
長

就
任
以
来
、
一
貫
し
て
要
望
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
や
、
商
工
会
組
織
の
認

知
度
向
上
に
努
め
て
き
た
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、「
広
島
県
商
工
会
連
合
会
プ
ラ
ン

２
０
２
０
」
が
実
行
５
年
目
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
プ
ラ
ン
検
証
を
含

め
、
次
期
プ
ラ
ン
の
作
成
に
着
手
す
る
こ

と
を
説
明
。

　

ま
た
、
一
昨
年
９
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

広
島
県
商
工
会
連
合
会

広
島
県
商
工
会
連
合
会

臨
時
総
会
開
催

臨
時
総
会
開
催

県
連

令
和
５
年
度
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３
月
14
日
㈭
、
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
に
て
、「
令
和
５
年
度
広
島
県

商
工
会
青
年
部
連
合
会
臨
時
総
会
」
及
び

「
第
５
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
研
修

会
は
大
き
く
３
つ
の
構
成
で
行
わ
れ
、
１

つ
目
は
、
㈱
ひ
ら
め
き
デ
ザ
イ
ン
代
表
取

締
役
で
、
県
連
の
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

を
務
め
る
梶
川
祐
朗
氏
よ
り
、「
こ
の
時

代
、
あ
な
た
の
事
業
は
ど
う
や
っ
て
成
長

す
る
？
」
と
題
し
て
、
Ｄ
Ｘ
関
連
の
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
補

助
事
業
と
提
案
公
募
事
業
を
実
施
し
た
５

つ
の
青
年
部
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
事

例
に
つ
い
て
発
表
を
行

い
ま
し
た
。い
ず
れ
も
、

商
工
会
地
域
の
実
情
を

捉
え
、
そ
の
課
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
だ

も
の
で
、
他
の
青
年
部

に
と
っ
て
も
参
考
と
な

る
内
容
で
し
た
。

　

研
修
会
後
に
行
わ
れ

た
臨
時
総
会
で
は
、
令

和
６
年
度
事
業
計
画

（
案
）
を
中
心
に
審
議

を
行
い
ま
し
た
。特
に
、

部
員
増
強
活
動
に
つ
い

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

臨
時
総
会 

及
び

第
５
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会

開
催

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

臨
時
総
会 

及
び

第
５
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会

開
催

県
青
連

令
和
５
年
度

て
は
目
標
数
値
を
明
確
化
し
た
う
え
で
全

県
下
に
て
取
り
組
む
こ
と
、
ま
た
、
経
営

者
団
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、

各
自
の
経
営
力
向
上
を
図
る
た
め
に
部
員

の
10
％
が
事
業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
掲
げ
る
等
、
よ
り
成
果
を
見

据
え
た
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
出

席
し
た
全
て
の
青
年
部
の
承
認
を
も
っ
て

決
議
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
承
認
可
決
さ
れ
た
提
出
議
題
は

次
の
通
り

第�

１
号
議
案　

令
和
５
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第�

２
号
議
案　

令
和
６
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第�

３
号
議
案　

令
和
６
年
度
会
費
賦
課
基

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認

の
件

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
経
営
改
善
普
及

事
業
や
青
年
部
活
動
に
尽
力
し
て
き
た
青

年
部
と
部
員
個
人
に
対
し
て
、
中
小
企
業

庁
長
官
表
彰
と
全
国
連
会
長
表
彰
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
（
受
賞
は
以
下
の
と
お
り
。

チャリティーソフトボール大会の主催者（青年部ＯＢ）から滝口
会長（写真左）に能登半島地震に対する寄付金が預けられました。

し
た
夢
ぷ
ら
ざ
に
つ
い
て
、
売
上
も
好
調

に
推
移
し
て
お
り
、
販
路
開
拓
の
ハ
ブ
機

能
を
目
指
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
更
に
は
、
県
連

会
館
の
移
設
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
事

項
と
情
報
等
を
整
理
の
う
え
、
具
体
的
な

協
議
に
着
手
す
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
き
く
変
貌
す
る
経
済
環
境
の

中
で
、
商
工
会
の
活
動
を
さ
ら
に
強
化
で

き
る
よ
う
、
５
年
先
10
年
先
を
見
据
え
、

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
出
席
者
に
協
力

を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
崎
上
島
町
商
工
会
の
小
川

裕
壮
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
が
進

行
さ
れ
、
上
程
し
た
第
１
号
議
案
か
ら
第

６
号
議
案
の
全
て
が
、
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
題
は
次
の
通
り

第�

１
号
議
案　

令
和
５
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第�

２
号
議
案　

令
和
６
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第�

３
号
議
案　

令
和
６
年
度
県
連
合
会
会

費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法

（
案
）
承
認
の
件

第�

４
号
議
案　

令
和
６
年
度
電
子
計
算
機

処
理
手
数
料
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴

収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

第�

５
号
議
案　

令
和
６
年
度
借
入
金
最
高

限
度
額
（
案
）
及
び
借
入
先
承
認
の
件

第�

６
号
議
案　

広
島
県
商
工
会
等
職
員
の

給
料
表
、
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
に

関
す
る
統
一
規
約
の
一
部
改
正
（
案
）

承
認
の
件
に
つ
い
て

「令和５年度広島県商工会連合会臨時総会の様子」

「臨時総会で挨拶をする平田会長」
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順
不
同
敬
称
略
）。

◆
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

（
優
良
青
年
部
）

　

福
山
北
商
工
会
青
年
部

（
青
年
部
功
労
者
）

　

黒
瀬
商
工
会
青
年
部　
　

上
田　

竜
也

◆
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

（
優
良
青
年
部
）

　

尾
道
し
ま
な
み
商
工
会
青
年
部

　

世
羅
町
商
工
会
青
年
部

（
青
年
部
功
労
者
）

　

五
日
市
商
工
会
青
年
部　

滝
原　

雄
太

　

佐
伯
商
工
会
青
年
部　
　

梶
本　
　

誠

　

ま
た
、
毎
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
て
い
る
芸
北
地
域

の
青
年
部
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
よ
り
、
能
登
半
島

地
震
で
被
災
さ
れ
た
商
工
会
地
域
青
年
部

員
等
に
対
す
る
寄
付
金
を
お
預
か
り
し
ま

し
た
。
今
後
、
県
青
連
で
も
支
援
を
行
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度

の
寄
付
金
に
つ
い
て
も
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
３
月
12
日
㈫
、
グ
ラ
ン
ド
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
に
て
「
令
和
５
年
度

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
臨
時
総

会
」
及
び
「
第
２
回
商
工
会
女
性
部
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
の
開
催
前
に
令
和
５
年
度
の

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

臨
時
総
会 

及
び

第
２
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会

開
催

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

臨
時
総
会 

及
び

第
２
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会

開
催

県
女
性
連

令
和
５
年
度

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第�

２
号
議
案　

令
和
６
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第�

３
号
議
案　

令
和
６
年
度
会
費
賦
課
基

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認

の
件

　

第
２
号
議
案
の
説
明
で
は
、
令
和
６
年

度
は
役
員
改
選
の
年
で
あ
り
、
新
部
長
も

含
め
、
女
性
部
の
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
向
上

の
た
め
に
取
り
組
み
、
新
し
い
女
性
部
と

し
て
変
革
の
一
年
と
な
る
よ
う
努
め
る
意

思
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

慎
重
審
議
の
う
え
３
つ
の
議
案
は
、
出

席
者
全
員
の
承
認
を
得
て
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
研
修
会
第
１
部
で

は
、
提
案
公
募
事
業
に
取
り
組
ん
だ
３
商

工
会
女
性
部
が
事
例
を
発
表
。「
府
中
町

の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
事

業
」
に
取
り
組
ん
だ
府
中
町
商
工
会
女
性

部
は
、
地
域
に
目
立
っ
た
特
産
品
が
な
い

中
で
、
女
性
部
と
し
て
専
門
家
か
ら
商
品

開
発
を
学
び
、
商
品
企
画
に
取
り
組
ん
だ

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
続
い
て
呉
広
域

商
工
会
女
性
部
は
、「
プ
ロ
ギ
ン
グ
に
よ

る
地
域
の
清
掃
活
動
及
び
『
観
光
×
プ
ロ

ギ
ン
グ
』
ル
ー
ト
の
考
案
」
と
題
し
て
、

「
プ
ロ
ギ
ン
グ
」
（
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
な

が
ら
ご
み
拾
い
を
す
る
と
い
う
新
し
い

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
）
に
「
観
光
」
の
要
素
を

掛
け
合
わ
せ
、
観
光
案
内
マ
ッ
プ
の
作
成

に
取
り
組
ん
だ
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
し
て
「
部
員
と
地
域
の
資
質
向
上
を
目

的
と
す
る
講
習
会
の
実
施
」
に
取
り
組
ん

だ
黒
瀬
商
工
会
女
性
部
で
は
、
イ
ン
ス
タ

を
活
用
し
た
効
率
的
な
広
報
活
動
を
学

び
、
黒
瀬
商
工
会
女
性
部
で
実
施
し
て
い

る
女
性
部
フ
ェ
ア
の
集
客
へ
の
影
響
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
公
益
財
団
法
人
ひ
ろ
し
ま

ド
ナ
ー
バ
ン
ク
献
眼
推
進
委
員
保
久
早
苗

氏
並
び
に
有
限
会
社
藤
本
生
花
店
代
表
取

締
役
社
長
藤
本
佳
孝
氏
を
講
師
と
し
て
招

き
、「
人
と
し
て
最
後
の
贈
り
も
の
」
を

テ
ー
マ
に
、
実
際
に
献
眼
を
受
け
た
藤
本

氏
の
実
体
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
講
演
が
あ

り
、
参
加
者
か
ら
は
「
ど
ち
ら
の
研
修
も

大
変
参
考
に
な
っ
た
。
本
日
参
加
で
き
な

か
っ
た
部
員
に
も
広
め
た
い
。」
な
ど
好

評
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
伝
達
と
し
て
、
中
小
企
業
庁
長
官
表

彰
「
女
性
部
功
労
者
」
の
表
彰
の
栄
に
浴

さ
れ
た
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
理

事
で
府
中
町
商
工
会
女
性
部
の
中
村
部
長

を
始
め
、
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
及

び
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰

の
表
彰
状
・
感
謝
状
の
授
与
式
を
執
り
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
併
せ
て
令
和
５
年
９
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
実
施
し
た
部
員
増
強
強
化
月

間
の
結
果
に
つ
い
て
伝
達
。
本
強
化
月
間

に
お
い
て
、
広
島
県
女
性
連
全
体
で
63
名

の
増
員
に
よ
り
全
国
２
位
の
成
績
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
高
陽
町
商
工
会
女
性
部
で

は
21
名
の
新
規
部
員
を
獲
得
さ
れ
、
商
工

会
女
性
部
の
部
で
全
国
２
位
と
、
広
島
県

内
女
性
部
を
牽
引
す
る
実
績
を
残
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
功
績
を
称
え
、
広
島
県
女
性

連
よ
り
高
陽
町
商
工
会
女
性
部
の
大
瀬
戸

部
長
に
対
し
、
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
大
瀬
戸
部
長
は
「
高
陽
町
商
工
会
女

性
部
は
『
楽
し
く
な
く
ち
ゃ
女
性
部
じ
ゃ

な
い
』を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
部
員
増
強
に
つ
い
て
は
）
青
年
部
や
職

員
と
の
連
携
が
今
回
の
結
果
に
繋
が
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
40

代
、
50
代
の
若
い
世
代
に
活
動
を
継
続
し

て
も
ら
い
、
ま
す
ま
す
広
島
県
商
工
会
女

性
部
連
合
会
が
繁
栄
す
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
は
、
出
席
者
31
人
、
委
任
状

３
人
、
計
34
人
出
席
の
も
と
、
大
崎
上
島

町
商
工
会
女
性
部
の
森
川
部
長
を
議
長
に

選
出
し
、
３
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し

ま
し
た
。

　

提
出
議
題
は
次
の
通
り

第�

１
号
議
案　

令
和
５
年
度
収
支
補
正
予

松井会長（写真左）より高陽町商工会女性部
大瀬戸部長（写真右）に記念品が贈られました。

第２回商工会女性部研修会【第２部】　講師
の藤本氏
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令
和
５
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
は
や

１
年
。
研
修
を
通
じ
た
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
、
情
報
共
有
の
改
善
等
、
Ｄ
Ｘ

チ
ャ
レ
ン
ジ
も
少
し
ず
つ
形
と
な
り
始
め

ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
は
、１
年
間
の
活
動
か
ら
、

徐
々
に
始
ま
っ
た
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

各
商
工
会
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
事

業
者
支
援
の
取
組
も
50
テ
ー
マ
を
超
え
、

各
事
業
者
様
の
様
々
な
経
営
課
題
の
中
か

ら
「
モ
デ
ル
事
業
者
」
と
し
て
３
者
を
選

定
し
、
商
工
会
の
経
営
指
導
員
と
Ｄ
Ｘ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が
連
携
し
、
事
業
者
支

援
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

担
当
指
導
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

LIN
EW
O
RK
S

上
の
Ｄ
Ｘ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
Ｏ
Ｊ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
も
Ｄ
Ｘ

に
取
り
組
む
事
業
者
の
苦
悩
や
課
題
解
決

へ
の
糸
口
を
見
出
し
た
喜
び
な
ど
を
共
有

で
き
、
Ｄ
Ｘ
支
援
の
醍
醐
味
を
体
感
で
き

ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｊ
Ｔ
事
業
者
を
含
め
、
事
業
者
の
取

り
組
み
事
例
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
ヒ
ロ
シ
マ
内

「
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.hint.or.jp/kenren/dx/

index.htm
l

【
総
務
課
】

　

２
月
１
日
よ
り
県
連
職
員
対
象
に
勤
怠

管
理
シ
ス
テ
ム
ジ
ョ
ブ
カ
ン
を
導
入
。

【
組
織
支
援
課
】

　

連
合
会
全
体
の
会
議
体
の
改
善
を
目
指

し
推
進
中
（
事
務
局
長
会
議
の
在
り
方
、

効
率
化
な
ど
を
想
定
し
課
内
で
ト
ヨ
タ
式

30
分
会
議
を
体
験
）

【
Ｄ
Ｘ
推
進
課
】

①�

県
連
事
務
所
入
口
に
サ
イ
ネ
ー
ジ
シ
ス

テ
ム
設
置
（
試
験
運
用
）

　
　②

Ａ
Ｉ
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
問
合
せ
改
善

　

毎
日
10
数
件
の
シ
ス
テ
ム
関
係
の
問
合

せ
へ
の
対
応
を
削
減
し
、
利
用
者
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
電
話
音
声
自
動
文

字
起
し
と
Ａ
Ｉ
に
よ
る
Ｆ
Ａ
Ｑ
生
成
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

児
玉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

　

半
年
に
渡
る
座
学
研
修

へ
の
全
職
員
の
参
加
、
そ

の
後
の
各
商
工
会
Ｄ
Ｘ
推

進
メ
ン
バ
ー
50
名
強
が
参

加
し
た
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
、
並
び
に
モ

デ
ル
事
例
創
出
の
た
め
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
行
っ
て

頂
い
た
３
名
の
指
導
員
メ
ン
バ
ー
の
お
か

げ
で
、
商
工
会
の
Ｄ
Ｘ
推
進
ス
キ
ル
は
着

実
に
ア
ッ
プ
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
３
名
を
中
心

に
、
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ス
キ
ル
の
横
展
開
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

三
島
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ　

　

61
者
の
事
業
者
様
と
Ｄ

Ｘ
に
つ
い
て
お
話
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
一
緒
し
た
34
商
工
会

57
名
の
指
導
員
の
皆
様
、
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

梶
川
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ　

　

多
く
の
組
織
課
題
と
次
年
度
大
規
模
シ

ス
テ
ム
移
行
の
間
で
、
苦

し
ん
だ
一
年
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
意
識
と
行
動
の

変
化
を
感
じ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

　

商
工
会
の
Ｄ
Ｘ
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

令
和
６
年
９
月
の
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

向
け
、
４
月
よ
り
連
合
会
に
次
期
シ
ス
テ

ム
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
し
ま
し

た
。

　

県
連
、
商
工
会
、
シ
ス
テ
ム
委
託
先
含

め
一
体
と
な
り
、
ス
ム
ー
ズ
で
効
果
的
な

導
入
を
目
指
し
ま
す
。

議
事
録
作
成
シ
ス
テ
ム

　

高
精
度
の
音
声
認
識
と
Ａ
Ｉ
要
約
機
能

を
組
み
合
わ
せ
、
短
時
間
に
文
字
起
こ
し

を
行
い
、
簡
潔
な
要
約
を
作
成
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
始
め
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
や
対
面
会
議
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

な
ど
で
生
成
さ
れ
る
多
量
の
音
声
や
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
を
処
理
し
、
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
を
抽
出
し
て
く
れ
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ニ
ュ
ー
ス（
第
４
回
）

Ｄ
Ｘ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修

県
連
各
課
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ

Ｄ
Ｘ
コ
ー
テ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
聞
く

「
こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て
」

こ
れ
か
ら
の
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ

Ｄ
Ｘ
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
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二
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二
二
二
八

☎（
〇
八
四
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二
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六
五
五
六

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
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六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

　

電
子
帳
簿
保
存
法
に
つ
い
て
税
理
士
が

全
２
回
に
わ
た
っ
て
解
説
し
ま
す
。

『
電
子
帳
簿
保
存
法
』
っ
て…

　税
理
士
に
聞
い
て
み
よ
う
！

令
和
６
年
１
月
ス
タ
ー
ト

Ｇ
Ｏ
＆
Ｄ
Ｏ
篠
原
税
理
士
法
人

経�

営
者
「
消
費
税
の
イ

ン
ボ
イ
ス
が
少
し
落

ち
着
い
た
と
思
っ
た

ら
、
次
は
電
子
帳
簿

保
存
法
？
何
の
こ
と

か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら

な
い
よ
」

税�

理
士
「
電
子
帳
簿
保

存
法
（
略
し
て
電
帳

法
）
は
税
務
関
係
の

帳
簿
や
書
類
を
デ
ー

タ
と
し
て
保
存
す
る

こ
と
の
ル
ー
ル
を
定

め
た
法
律
で
、
大
き

く
３
つ
の
制
度
に
分

類
さ
れ
ま
す
」

経�

営
者
「
こ
れ
は
個
人

事
業
主
も
関
係
あ
る

の
か
な
」

税�

理
士
「
は
い
、
所
得

税
・
法
人
税
の
す
べ

て
の
納
税
者
が
対
象

と
な
り
ま
す
」

経�

営
者
「
ま
っ
た
く
…

自
分
に
は
関
係
な
い

税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
で
会
計
ソ
フ
ト

を
導
入
し
ま
し
た
ね
。
そ
の
会
計
ソ
フ

ト
で
作
成
す
る
帳
簿
書
類
は
印
刷
し
て

保
存
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
よ
」

経�

営
者
「
今
ま
で
申
告
が
終
わ
っ
た
ら
７

年
間
保
存
し
て
お
く
よ
う
に
言
わ
れ
て

い
た
書
類
の
こ
と
だ
よ
ね
」

税�

理
士
「
は
い
、
過
去
の
手
書
き
の
帳
簿

書
類
は
保
存
年
限
が
終
了
す
る
ま
で
廃

棄
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
令
和
６

年
か
ら
の
も
の
は
デ
ー
タ
の
ま
ま
で
大

丈
夫
で
す
」

経�

営
者
「
そ
れ
は
良
か
っ
た
！
思
い
切
っ

て
導
入
し
た
か
い
が
あ
っ
た
ね
」

税�

理
士
「
厄
介
な
の
は
③
電
子
取
引
デ
ー

タ
の
保
存
で
す
。
次
回
は
こ
ち
ら
を
説

明
し
ま
し
ょ
う
」

（
第
２
回
に
続
く
）

【
ご
案
内
】

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
『
電
子
帳
簿

等
保
存
制
度
特
設
サ
イ
ト
』が
あ
り
ま
す
。

制
度
に
関
す
る
質
問
の
窓
口
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】

　

県
連
合
会
で
は
税
理
士
を
商
工
会
へ
派
遣

し
窓
口
等
で
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等
に
関
連

し
た
相
談
対
応
を
行
う
「
税
理
士
相
談
窓
口
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
各
商
工
会
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
思
っ
て
い
た
の
に
頭
が
痛
い
よ
」

税�

理
士
「
そ
う
で
す
ね
、
た
だ
し
①
電
子

帳
簿
等
保
存
と
②
ス
キ
ャ
ナ
保
存
に
つ

い
て
は
あ
く
ま
で
も
任
意
で
あ
り
義
務

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

経�

営
者
「
じ
ゃ
あ
、
今
ま
で
ど
お
り
で
い

い
っ
て
こ
と
か
な
」

税�

理
士
「
こ
ち
ら
の
事
業
所
は
先
日
消
費
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　県連事業で開発した新商品で、今年
の２月から新発売した商品【写真左】
です。牡蠣の専門店マルイチ商店が作っ
たオイスターソースを使ったせんべい
で、牡蠣の味をしっかり味わえると同時
にしっとり食感に仕上がった食べやすい
商品です。おやつやおつまみにぴったり ！ 
オイスターソースは広島の牡蠣を使用

しているので、お土産にも最適です。
　同じく、牡蠣だし塩ポテトスティック
【写真右】も同時に販売開始 ！ こちらは
牡蠣エキスが効いた塩がカリカリに揚
げたポテトスティックにまぶしてあるの
で、サクサク食感でお手軽に味わえま
す。新しい広島のお土産に是非ご賞味
ください ！

オイスターソースしっとりせんべい
販売者：有限会社マルイチ商店（東広島市安芸津木谷5682）　販売価格：両方とも378円（税込）　

夢ぷらざ　推しの逸品！

　

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
で
実
施
さ
れ
た
初

の
消
費
者
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
「
夢
夢
チ
ャ

レ
ン
ジ
！
」
で
は
、
本
来
と
て
も
魅
力
的

な
商
品
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
調
理

法
が
知
ら
れ
て
い
な
い
県
内
の
特
産
品
を

美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
レ
シ
ピ
を
消
費
者

か
ら
募
集
し
、
専
門
家
に
よ
る
審
査
及
び

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
来
店
者
に
よ
る
シ
ー

ル
投
票
を
行
い
、各
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

１
月
19
日
に
は
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
に

て
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
指
定
型
部
門
、
自

由
型
部
門
の
各
受
賞
者
に
表
彰
状
と
副
賞

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
に
は
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞

受
賞
者
が
湯
㟢
県
知
事
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。
知
事
を
表
敬
訪
問
し
た
の
は
、
指

「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」

　
　
　
　レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
者
が
湯
﨑
県
知
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　表
敬
訪
問

「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」

　
　
　
　レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
者
が
湯
﨑
県
知
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　表
敬
訪
問

県
知
事
に
コ
ン
テ
ス
ト
の
趣
旨
や
レ
シ
ピ
の

こ
だ
わ
り
を
紹
介
。工
夫
を
凝
ら
し
た

メ
ニ
ュ
ー
を
県
知
事
も
絶
賛

県
連

定
型
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
広
島
県
立

総
合
技
術
高
等
学
校
の
チ
ー
ム
「M

rs.

チ
キ
ン
」
の
４
名
と
自
由
型
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
安
田
女
子
大
学
管
理
栄
養
学

科
の
栗
田
栞
さ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
が
開
発
し

た
レ
シ
ピ
の
特
徴
や
こ
だ
わ
り
を
紹
介
し

た
後
、
県
知
事
に
よ
る
試
食
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

M
rs.

チ
キ
ン
の
菊
芋
チ
ッ
プ
ス
を

使
っ
た
「
ク
リ
ス
ピ
ー
チ
キ
ン
」
を
試
食

し
た
知
事
は
「
菊
芋
チ
ッ
プ
ス
が
た
っ
ぷ

り
と
使
わ
れ
て
い
て
、
食
感
が
い
い
ア
ク

セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
菊
芋
の
風
味

も
し
っ
か
り
し
て
美
味
し
い
」
と
絶
賛
。

栗
田
さ
ん
が
考
案
し
た
「
さ
さ
み
の
金
山

寺
み
そ
巻
き
」
で
は
、
梅
や
大
葉
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
味
が
あ
っ
て
面
白
い
。
コ
ク

の
あ
る
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
が
い
い
隠
し
味
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
こ
ち
ら
も
好
評
価
。

食
材
の
特
徴
と
良
さ
を
活
か
し
た
レ
シ
ピ

に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

湯
㟢
知
事
は
最
後
に
「
広
島
に
は
た
く

さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
も
の
食
材
や
加
工
品

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス

ト
は
、
そ
れ
ら
が
工
夫
次
第
で
新
し
い
も

の
へ
と
進
化
し
て
い
く
と
い
う
良
い
例
を

示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
高
校

生
と
大
学
生
が
受
賞
さ
れ
、
若
い
方
の
パ

ワ
ー
も
感
じ
ま
し
た
」
と
話
し
、
若
い
世

代
の
今
後
の
活
躍
に
も
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
し
た
。

　

各
受
賞
者
の
作
成
し
た
レ
シ
ピ
は
カ
ー

ド
サ
イ
ズ
に
印
刷
さ
れ
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら

ざ
の
店
内
商
品
の
前
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
レ
シ
ピ
カ
ー
ド
設
置
前
と
比
べ
て

売
上
が
８
倍
に
な
っ
た
も
の
も
あ
り
、
事

業
者
の
売
上
高
拡
大
に
も
寄
与
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
も
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の

認
知
度
拡
大
と
事
業
者
の
売
上
高
に
繋
が

る
事
業
と
し
て
発
展
さ
せ
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

表彰式の様子

レシピカード

県知事（中央）を表敬訪問した指定型最優秀賞者 Mrs.チキンのみなさん（右
側４名）と自由形最優秀賞者栗田さん（左から３番目）
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■お申し込み・お問い合わせは ■共済引受組合

県内34商工会
広島県商工会連合会

共済掛金
月々2,000円

事業所の福利厚生に最適 病気・ケガの両方に備える

��【第211回全国商工会　
　　��������珠算検定試験】
１級満点合格者

（令和５年11月19日実施）

安芸津町商工会
宇根珠算学院
木原　愛斗

　

令
和
５
年
度
の
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

は
、
令
和
４
年
度
に
行
っ
た
店
舗
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
効
果
に
加
え
、
令
和
５
年

５
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト

を
契
機
に
連
日
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
っ

た
。
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
閉
会
後
も
来
店
客
数

は
高
い
水
準
を
維
持
し
続
け
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
か
ら
一
年
が
経
過
し
た
９
月
以
降
も

前
年
度
比
で
10
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

売
上
高
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
の

総
売
上
高
の
目
標
を
４
億
５
千
万
円
と
設

定
し
て
い
た
が
、
令
和
６
年
２
月
末
時
点

で
そ
の
目
標
を
上
回
る
４
億
６
千
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度
の
総
売
上
高

は
５
億
円
を
超
え
る
見
込
み
。

　

特
徴
的
な
の
は
店
内
常
設
コ
ー
ナ
ー

（
商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
コ
ー
ナ
ー
、

酒
類
販
売
の
合
計
）
の
業
績
が
絶
好
調
で

２
月
末
時
点
で
３
億
３
千
７
百
万
円
と
開

設
以
来
最
高
の
売
上
高
と
な
っ
た
。

　

売
れ
筋
商
品
を
カ
テ
ゴ
リ
別
に
見
て
み

る
と
、
１
位
は
菓
子
類
、
次
い
で
乾
物
、

そ
し
て
惣
菜
と
な
っ
て
お
り
、
１
位
の
菓

子
類
で
は
も
み
じ
饅
頭
の
売
れ
行
き
が
例

年
以
上
に
好
調
で
観
光
客
の
利
用
の
多
さ

が
伺
え
る
。
ま
た
、
惣
菜
で
は
比
較
的
低

価
格
の
弁
当
や
巻
ず
し
に
人
気
が
集
ま
っ

て
お
り
、
日
常
的
に
購
入
さ
れ
る
お
客
様

が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

　

ま
た
、
開
設
以
来
初
め
て
の
取
組
み
と

し
て
、
消
費
者
を
巻
き
込
ん
だ
レ
シ
ピ
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
食
べ
方
や
調
理
方
法
が
分
か
り
難

か
っ
た
商
品
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た

り
、
商
品
が
売
れ
る
よ
う
に
な
る
等
の
効

果
も
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
も
、
高
校
生
や

大
学
生
か
ら
も
ア
イ
デ
ア
（
レ
シ
ピ
）
の

応
募
が
あ
り
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の
客

層
と
は
違
う
世
代
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
事
も
出
来
た
。

　

更
に
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の
新
た
な

役
割
と
し
て
“
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
は
販

路
開
拓
の
ハ
ブ
”
を
合
言
葉
に
出
展
事
業

者
と
県
内
外
の
バ
イ
ヤ
ー
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
な
ど
、
店
舗
で
の
販
売
以
外
に
も
小

規
模
事
業
者
の
販
路
開
拓
支
援
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
延
べ
10
件
以
上
の
成
約
に
結

び
付
け
た
。

　

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
は
、
令
和
６
年
３

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

令
和
５
年
度
総
括

令
和
５
年
度
総
括

月
30
日
に
開
設
25
周
年
を
迎
え
、
令
和
５

年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
販
売
拠
点
か
ら
販

路
開
拓
拠
点
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
た
め
の

基
礎
と
な
る
一
年
と
な
っ
た
。

　

令
和
６
年
度
は
、
そ
の
基
礎
の
上
に
更

に
成
果
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
、
令
和
５
年

度
に
行
っ
た
こ
れ
ら
の
事
業
に
磨
き
を
か

け
、
よ
り
高
い
成
果
を
目
指
し
新
た
な
挑

戦
を
し
て
い
き
ま
す
。

賑わう夢ぷらざの様子

「ご紹介します！」
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公益社団法人 広島県シルバー人材センター連合会 TEL 082-502-0468
〒７３０－０００５ 広島市中区西白島町２４番３６号 広島市中央公民館４Ｆ                                                    FAX 082-502-0478広島県シルバー連合会 検索

ＱＲコード

シルバー人材センターでは
歳以上で働く意欲のある会員が仕事をします。

広島県内に会員が ， 人います（ 月末現在）

シシルルババーーににおお任任せせ下下ささいい！！

人手が足らない
ちょっとした事を
頼みたい

臨時・短期・短時間
お任せ下さい！
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善
を
行
い
な
が
ら
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
を

行
う
予
定
で
す
。

習
会
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
等
の
多

様
化
し
て
い
る
経
営
課
題
解
決
に
向
け

て
、
能
力
向
上
や
意
識
改
革
等
の
経
営
改

善
に
資
す
る
内
容
に
よ
り
、
企
業
の
持
続

的
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

開
催
し
て
い
る
講
習
会
で
す
。

　

講
師
は
、
株
式
会
社
ミ
ジ
ン
コ
の

フ
ュ
ー
チ
ャ
リ
ス
ト
（
未
来
予
報
士
）
友

村
晋
氏
が
、
専
門
用
語
を
極
力
使
わ
ず
わ

か
り
や
す
く
話
す
こ
と
を
信
条
に
、
具
体

的
な
事
例
を
示
し
な
が
ら
Ｄ
Ｘ
の
事
例
を

含
め
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。C

hatG
PT

の
活
用
に
つ
い
て
友
村
氏
は
、
決
し
て
生

成
Ａ
Ｉ
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
生
成

Ａ
Ｉ
を
駆
使
す
る
力
＝
人
間
力
を
磨
き
未

来
を
自
ら
作
り
出
す
事
が
未
来
を
予
測
す

る
う
え
で
最
善
の
方
法
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
事
業
所
の
皆
様
も
、Chat�

G
PT

に
対
し
て
後
ろ
向
き
だ
っ
た
が
、

前
向
き
な
意
識
に
変
わ
っ
た
な
ど
、
多
く

の
参
考
に
な
っ
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
習
会

は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の

開
催
で
、
音

声
が
聴
き
取

り
に
く
い
な

ど
の
状
況
も

あ
り
ま
し
た

が
、
引
き
続

き
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
開
催

を
望
む
ア
ン

ケ
ー
ト
も
多

い
こ
と
か

ら
、
環
境
改

　

２
月
６
日
㈫
、
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
広

島
に
て
本
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
主
に
食
品
製
造
加
工
・

小
売
業
を
営
む
小
規
模
事
業
者
等
を
対
象

に
、
食
品
業
界
に
お
い
て
「
Ｄ
Ｘ
で
負
け

な
い
競
争
戦
略
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
ま
た
、
第
二
部
で
は
「
売
れ
る
地

域
産
品
づ
く
り
の
カ
ン
・
コ
ツ
・
ツ
ボ
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
中
小
企
業
診
断
士
の
吉
原

伸
二
氏
を
講
師
と
し
て
、
日
本
の
中
小
食

品
製
造
業
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
認
識

し
、
外
部
の
変
化
に
合
わ
せ
て
自
ら
の
業

務
を
見
直
す
、
そ
の
上
で
Ｄ
Ｘ
化
を
導
入

す
る
こ
と
で
生
き
残
る
た
め
の
方
法
を
知

る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
で
し
た
。

小
規
模
事
業
者
で
も
可
能
な
Ｄ
Ｘ
の
導
入

や
、
業
務
改
善
方
法
、
実
例
を
基
に
し
た

具
体
的
な
成
功
事
例
、
Ｄ
Ｘ
導
入
時
の
留

意
点
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
Ｄ
Ｘ

に
対
し
て
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
事
業

者
に
と
っ
て
、
有
意
義
な
も
の
に
な
り
ま

し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
カ
ン
・
コ
ツ
・
ツ
ボ
代

表
の
高
原
英
幸
氏
を
講
師
と
し
て
、
地
域

生
産
者
が
商
品
開
発
時
や
展
示
会
・
商
談

会
に
出
展
す
る
際
に
気
を
付
け
る
べ
き
点

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
が
実
際
に
経
験
し
た
商
品
開
発
時

の
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
展
示
会
・

商
談
会
へ
出
展
す
る
時
に
注
意
す
べ
き

Ｆ
Ｃ
Ｐ
シ
ー
ト
の
記
入
方
法
、
準
備
が
必

要
な
プ
レ
ゼ
ン
資
料
、
パ
ネ
ル
・
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
の
展
示
方
法
、
展
示
ブ
ー
ス
の
作

り
方
、
具
体
的
な
接
客
話
法
な
ど
に
つ
い

て
、
細
か
い
部
分
ま
で
説
明
が
あ
り
、
参

加
さ
れ
た
事
業
者
か
ら
高
い
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
事
業
者
の
経
営
力
強
化
に

つ
な
が
る
講
習
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
ど
う
使
う
？C

hatG
PT

活
用
セ
ミ

ナ
ー
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
話
題
と
な
っ

て
い
るC

hatG
PT

に
つ
い
て
、
１
月
26

日
㈮
、
福
山
市
神
辺
商
工
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
本
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
講

第二部講師　高原英幸　氏 第一部講師　吉原伸二　氏

事例説明する講師の友村晋　氏

講習会風景

広
域
講
習
会（
広
島
会
場
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催

広
域
講
習
会（
広
島
会
場
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催

令
和
５
年
度

広
域
講
習
会（
福
山
会
場
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催

広
域
講
習
会（
福
山
会
場
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催

令
和
５
年
度
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